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　はじめに

トビウオ科ニノジトビウオ属魚類 Hirundichthys

は，臀鰭起部が背鰭起部よりも前方に位置するこ

と，背鰭軟条数が臀鰭軟条数よりも少ないこと，

および胸鰭と腹鰭が長く，その後端がそれぞれ臀

鰭基底後端と臀鰭起部よりも後方に達することな

どによって特徴づけられ（今井，1954; Parin, 

1999），日本近海からはニノジトビウオ Hirun-

dichthys speculiger (Valenciennes, 1847)とホソアオ

トビ Hirundichthys oxycephalus (Bleeker, 1852)の 2

種のみが知られている（藍沢・土居内，2013）．

そのうち，ニノジトビウオは全世界の暖海に広く

分布するものの（Shakhovskoy and Parin, 2013），

鹿児島県内においては島嶼域からのみ報告されて

お り（ 今 井，1954, 1960; Motomura et al., 2010; 

Motomura and Harazaki, 2017），日本国内における

出現数もホソアオトビと比較して著しく少ないと

されている（今井，1954, 1960；田中・阿部，

1955；吉野，1984）．

2018年 9月 12日，大隅半島東岸に位置する内

之浦湾において，1個体のニノジトビウオが採集

された．本標本は本種の九州沿岸における初めて

の記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Parin and Belyanina (2002)に

したがった．標準体長は体長と表記し，体各部の

計測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．

ニノジトビウオの生鮮時の体色の記載は，固定前

に撮影された内之浦湾産標本（KAUM–I. 120225）

のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Hirundichthys speculiger (Valenciennes, 1847)

ニノジトビウオ　（Figs. 1–2）

標本　KAUM–I. 120225, 体長 136.6 mm，鹿児

島県肝属郡肝付町内之浦湾（31°17′29″N, 131° 

06′59″E），水深 40 m，2018年 9月 12日，定置網，

畑　晴陵・川間公達・中村潤平．

記載　背鰭軟条数 10；臀鰭軟条数 11；胸鰭軟

条数 19；腹鰭軟条数 6；背鰭前方鱗数 34；背鰭

起部から側線にかけての横列鱗数 5；鰓耙数 7 + 

21 = 28．

体各部の体長に対する割合（%）：臀鰭前長

74.7；背鰭前長 76.0；腹鰭前長 59.0；頭長 23.6；

眼後長 10.2；水平眼窩径 7.6；吻長 5.9；眼隔域幅

7.5；頭高 14.3；最大体高 14.8；尾柄高 6.1；胸鰭

基底部における体幅 13.6；背鰭起部から尾鰭基底

上端にかけての距離 25.4；腹鰭起部から尾鰭基底

下端にかけての距離 42.1；胸鰭長 64.0；胸鰭第 1

軟条長 4.9；胸鰭第 2軟条長 33.9；腹鰭長 27.8；
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臀鰭高 8.1；背鰭基底長 14.5；臀鰭基底長 13.9．

体は円筒形に近い形状を呈し，体側下部では

やや側扁し，体の断面は逆三角形に近い．体背縁

は吻端から腹鰭起部よりも前方にかけて緩やかに

上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて緩やかに

下降する．体腹縁は下顎先端から鰓蓋後端直下に

かけて緩やかに下降し，そこからほぼ体軸と平行

となり，直線状を呈し，臀鰭貴部付近から尾鰭基

底下端にかけては緩やかに上昇する．胸鰭基底上

端は鰓蓋後端よりもわずかに後方，胸鰭基底下端

は吻端とほぼ同じ高さにそれぞれ位置する．胸鰭

後端は尖り，臀鰭基底後端よりも後方に達するが，

背鰭基底後端には達しない．胸鰭は上から 2軟条

が分枝せず，第 1軟条はひじょうに短い．胸鰭最

長軟条は第 4軟条．胸鰭各軟条間の鰭膜は各軟条

の後端付近にまで達し，胸鰭を展開すると胸鰭全

体は翼状となる．腹鰭は長く，たたんだ腹鰭の後

端は臀鰭起部よりも後方に達するが，臀鰭基底後

Fig. 1. Fresh specimen of Hirundichthys speculiger from Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 120225, 136.6 mm 
standard length).

Fig. 2. Pectoral fin of fresh specimen of Hirundichthys speculiger from Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 120225, 
136.6 mm standard length).
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端には達しない．腹鰭は第 1軟条のみ不分枝．臀

鰭起部は背鰭起部よりも前方に位置する．臀鰭は

第 1軟条のみ不分枝．臀鰭外縁は臀鰭起部から第

2軟条後端にかけて下降し，そこから最後軟条で

ある第 11軟条後端にかけて緩やかに上昇する．

背鰭起部は臀鰭第 3軟条起部直上，背鰭基底後端

は臀鰭基底後端よりも後方にそれぞれ位置する．

背鰭背縁は背鰭起部から第 2軟条後端にかけて上

昇し，そこから最後軟条である第 10軟条後端に

かけて緩やかに下降する．尾鰭は二叉型を呈し，

深く湾入する．尾鰭の下葉は上葉と比較して明ら

かに長い．尾鰭両葉の上縁と下縁はいずれも直線

状を呈し，後端はわずかに丸みを帯びる．肛門は

円形を呈し，臀鰭起部直前に開孔する．眼と瞳孔

はともに正円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は

互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔

は背腹方向にやや長い楕円形を呈する．後鼻孔は

正円形を呈し，中央部に皮弁をそなえる．後鼻孔

は前鼻孔よりも大きい．下顎先端は上顎先端より

わずかに突出する．口裂は小さく，上顎後端は眼

の先端直下にわずかに達しない．両顎は前部のみ

に小円錐歯が数列並ぶ．鋤骨と口蓋骨には小円錐

歯が散在する．前鰓蓋骨と鰓蓋の後縁はいずれも

円滑．体は薄い円鱗に被われ，頭部は背面を除い

て無鱗．各鰭は被鱗しない．側線は鰓蓋後端より

も前方から始まり，体腹縁付近を体腹縁とほぼ平

行に直線状にはいり，尾柄下部に至る．鰓耙は細

長く，棒状．擬鰓上にはフィラメント状の鰓弁が

あり，薄い皮膚に被われる．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は青緑がかった

黒色を呈し，対側面から体腹面にかけては一様に

銀白色．背鰭の各軟条と軟条間の鰭膜には黒色色

素胞が散在する．腹鰭は第 1軟条から第 4軟条は

黒色を呈し，それ以後の軟条はほぼ一様に白色．

腹鰭の鰭膜は一様に透明．臀鰭は一様に白色半透

明．尾鰭は黒色を呈し，尾鰭下縁と両葉の中央部

は白色．虹彩と瞳孔はそれぞれ銀色と濃青色を呈

する．胸鰭は一様に黒色を呈し，中央部に三角形

の白色域がある．胸鰭下部は白色（Fig. 2）．

分布　全世界の熱帯域に広く分布する（今井，

1954; Abe, 1956; Parin, 1999；藍沢・土居内，2013; 

Shakhovskoy and Parin, 2013）．日本近海において

はこれまで岩手県東方，相模湾，伊豆諸島，豆南

諸島，火山列島硫黄島，沖ノ鳥島，屋久島，およ

び琉球列島からのみ記録されており（座間・藤田，

1977；工藤ほか，1996; Motomura et al., 2010; 藍沢・

土 居 内，2013; Shakhovskoy and Parin, 2013; 

Kuriiwa et al., 2014; Motomura and Harazaki, 2017），

本研究により新たに鹿児島県大隅半島東岸におけ

る分布も確認された．

備考　内之浦湾産の標本は，臀鰭起部が背鰭

起部よりも前方に位置すること，背鰭軟条数が臀

鰭軟条数よりも少ないこと，および胸鰭と腹鰭が

長く，その後端がそれぞれ臀鰭基底後端と臀鰭起

部よりも後方に達することにより，今井（1954）

や Parin (1999)によって定義された Hirundichthys

属に同定された．さらに，胸鰭上部の 2軟条が分

枝しないこと，口蓋骨上に歯を有すること，およ

び胸鰭中央部に三角形の白色域があることなど

が，今井（1954, 1956）や Abe (1956), Parin (1999)，

藍沢・土居内（2013），および Shakhovskoy and 

Parin (2013)によって報告された H. speculigerの

標徴とよく一致したため，本種に同定された．

今井（1954, 1956）や Abe (1956)，吉野（1984），

Parin (1999)，および Shakhovskoy and Parin (2013)

は本種の胸鰭は第 1軟条のみが不分枝であるとし

たが，トビウオ科魚類の第 1軟条は痕跡的で極め

て短く，これを計数値に含めていない研究も多い

ことが知られる（藍沢・土居内，2013）．したがっ

て，今井（1954, 1956）や Abe (1956), Parin (1999), 

Shakhovskoy and Parin (2013)の胸鰭不分枝軟条数

は痕跡的な胸鰭第 1軟条を数えていないものと思

われる．なお，ニノジトビウオは口蓋骨上に歯を

そなえることにより，同属他種と容易に識別が可

能であるものの（Shakhovskoy and Parin, 2013），

口蓋骨歯を欠く個体が観察されている（田中・阿

部，1956）．Shakhovskoy and Parin (2013) は観察

をおこなったニノジトビウオ 626個体中 36個体

に口蓋骨歯が見られなかったとしている．しかし，

ニノジトビウオは口蓋骨歯のほか，胸鰭が一様に

黒色を呈し，中央部に三角形の白色域があること，

胸鰭不分枝軟条が 2本であることによっても，同
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属他種と識別される（Shakhovskoy and Parin, 

2013）．

Hirundichthys speculigerに対して和名「ニノジ

トビウオ」を提唱したのは今井（1954）である．

彼は台湾南方から得られた 5個体（体長 188–212 

mm），尖閣諸島近海から得られた 1個体（体長

194 mm），および九州南方海域から得られた 4個

体（体長 59.0–135 mm）の形態を詳細に記載した．

また，今井（1960）は屋久島，奄美大島北東方，

宮古島，石垣島南方，尖閣諸島，および中国舟山

沖の東シナ海から得られたニノジトビウオを報告

し，本種がほかに草垣島や八丈島から得られてい

ることを報告した．今井（1954, 1960）はニノジ

トビウオの稚魚が九州南方において漁獲されるこ

とを記述しているが，詳細な産地は示していない．

また彼の示したニノジトビウオの標本はいずれも

屋久島以南から得られたものであり，今井（1954, 

1960）の「九州南方」や「九州南海」に九州沿岸

海域は含まれていないものと思われる．なお，田

中・阿部（1956）は H. speculigerに対して和名「サ

ンノジトビ」を用い，Abe (1956)や今井（1956）

などでは両方の和名を併記しているものの，吉野

（1984）や藍沢・土居内（2013）など，近年の出

版物においてはもっぱらニノジトビウオが用いら

れている．

その後，ニノジトビウオは岩手県東方（Shak-

hovskoy and Parin, 2013），神奈川県横浜市（工藤・

中村，1994；工藤ほか，1996），三浦半島南西部（工

藤・ 岡 部，1991）， 豆 南 諸 島（Kuriiwa et al., 

2014），火山列島硫黄島（座間・藤田，1977），沖

ノ鳥島（加藤ほか，2006），宮古島（Abe, 1956），

などから報告されている．

ニノジトビウオの鹿児島県内における分布記

録は少なく，上述の今井（1954, 1960）が薩南諸

島から報告したものの他は，Motomura et al. (2010)

が屋久島産の 3個体（体長 46.0–83.7 mm）を報

告したものや，Motomura and Harazaki (2017)が

Motomura et al. (2010)が報告したものに 4個体（体

長 73.1–114.0 mm）を加えて報告したものがある．

これまでニノジトビウオの九州沿岸からの記録は

なく，本報告は九州沿岸からの本種の標本に基づ

く初めての記録となる．

なお，ニノジトビウオは，著者らによる 5年

以上にわたる内之浦湾の魚類相調査においても確

認されておらず（小枝ほか，2018），内之浦湾に

おける本種の出現は極めて稀なものであると思わ

れる．
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